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は
じ
め
に

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
市
場
の
急
成
長
と
そ

の
経
済
効
果
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。一
方
で
、

外
国
人
旅
行
者
も
含
む
観
光
客
の
増
加
・
集

中
に
よ
る
騒
音
や
交
通
渋
滞
な
ど
で
、
生
活

環
境
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
の
報
道
も
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

　

２
０
１
８
年
（
平
成
30
年
）、
当
財
団
が
事

務
局
を
務
め
る
「
観
光
政
策
検
討
有
識
者
会

議
」
が
実
施
し
た
、
１
７
９
市
町
村
（
政
令
指

定
都
市
20
市
を
含
む
）
を
対
象
と
し
た
調
査

に
よ
る
と
、「
観
光
地
と
し
て
許
容
で
き
る
限

界
以
上
の
観
光
客
が
来
訪
し
て
お
り
、
観
光

資
源
の
劣
化
や
住
民
の
生
活
環
境
の
悪
化
が

生
じ
て
い
る
と
思
う
か
」
と
の
質
問
に
対
し

て
、
全
体
的
に
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

影
響
を
意
識
し
て
い
る
市
町
村
は
わ
ず
か
で

あ
っ
た（
図
１
）。

　

し
か
し
、一
部
の
市
町
村
か
ら
は
、「
想
定

以
上
の
観
光
客
の
増
加
に
よ
り
、
観
光
地
周

辺
で
の
渋
滞
発
生
な
ど
、
道
路
事
情
の
悪
化

が
顕
著
で
、
地
元
住
民
ら
の
日
常
生
活
に
悪

影
響
が
出
て
い
る
」「
観
光
客
の
増
加
に
よ

り
、
交
通
渋
滞
や
ご
み
問
題
が
発
生
し
て
お

り
、
住
民
に
と
っ
て
観
光
が
メ
リ
ッ
ト
で
は

な
く
、
ス
ト
レ
ス
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
が
多

い
」
な
ど
の
回
答
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
悪
影
響
が
、
観
光
資
源

の
劣
化
以
上
に
、
生
活
環
境
の
悪
化
と
い
う

形
で
顕
在
化
し
つ
つ
あ
る
現
状
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

　
「
特
集
１　

観
光
に
よ
る
地
域
へ
の
負
の

影
響
に
ど
う
向
き
合
う
べ
き
か
」
で
も
述
べ

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
に
よ
る
悪
影
響
は
、
今
に
始
ま
っ
た
も
の

で
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
は
市
町
村
や
観
光

地
が
個
別
に
対
応
し
て
き
た
印
象
が
強
く
、

全
国
的
に
は
必
ず
し
も
十
分
な
議
論
は
な

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
え
る
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
て
、
２
０
１
８
年

６
月
に
は
、
観
光
庁
に
「
持
続
可
能
な
観
光

推
進
本
部
」
が
設
置
さ
れ
、
観
光
客
と
地
域

住
民
の
共
存
・
共
生
に
関
す
る
対
応
策
の
あ

り
方
が
検
討
中
で
あ
り
、
そ
の
取
り
組
み
が

待
た
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
「
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
と

い
う
言
葉
は
学
術
用
語
で
は
な
く
、
メ
デ
ィ

ア
が
使
用
し
た
の
が
最
初
と
さ
れ
て
い
る

（
本
誌
「
観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー
」
Ｐ
47
）。
し
か

し
、
特
集
１
で
、
そ
の
安
易
な
使
用
や
多
用

を
懸
念
し
て
い
る
よ
う
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー

リ
ズ
ム
と
い
う
言
葉
が
存
在
す
る
以
前
か
ら

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
行
っ
て
き
た
地

域
の
中
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
第
三
者
に

指
摘
さ
れ
る
こ
と
に
違
和
感
を
覚
え
る
人
も

 出典：観光政策検討有識者会議〔事務局：（公財）日本交通公社〕

図●オーバーツーリズムの発生に対する評価1

観光客急増で問われる
 地域の“意思”
観光地域研究部次長・主席研究員　吉澤 清良

20.8% 29.2% 17.9% 16.0% 8.5%

1 2 3 54

5.7%

6 7
1.9%

まったく思わない
（1）

どちらでもない
（4）

非常にそう思う
（7）

（n＝106）

視座.indd   42 2019/01/23   10:37



43 第240号 January 2019

視座 観光客急増で問われる地域の“意思”

少
な
く
な
い
。

　

幸
い
に
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ

る
課
題
が
顕
在
化
し
た
の
は
、
今
は
ま
だ
一

部
の
地
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
他

の
地
域
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現
状

を
知
り
、
事
前
に
察
知
す
る
視
点
や
何
か
し

ら
備
え
る
意
識
を
持
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要

な
の
で
は
な
い
か
。

　

こ
う
し
た
問
題
意
識
の
も
と
、
私
ど
も
は
、

本
誌
の
特
集
テ
ー
マ
に
、「
観
光
客
急
増
で
問

わ
れ
る
地
域
の„
意
思
＂」
を
取
り
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。

　

本
特
集
は
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状

況
に
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
国
内
外
の
さ
ま

ざ
ま
な
事
例
か
ら
、
そ
の
現
状
と
対
応
策
を

学
び
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
示
唆
を
得
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

各
特
集
の
要
点
を
振
り
返
る

【
特
集
２
】

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
苦
悩
す
る

国
際
観
光
都
市

　

龍
谷
大
学
の
阿
部
大
輔
氏
は
、
世
界
各
地

で
起
き
て
い
る
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
現

状
に
つ
い
て
、「
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
」「
バ
ル
セ
ロ

ナ
」「
京
都
」
を
取
り
上
げ
て
、
そ
の
政
策
的

対
応
策
を
解
説
し
た
。

　

ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
で
は
、
２
０
０
９
年
（
平

成
21
年
）
の
段
階
で
「
観
光
戦
略
調
整
政
策
」

が
作
成
さ
れ
、
観
光
の
発
展
を
都
市
の
再
生

と
接
続
さ
せ
よ
う
と
す
る
政
策
が
と
ら
れ
て

い
る
。

　

ま
た
２
０
１
７
年（
平
成
29
年
）４
月
に
は
、

市
長
か
ら
旧
市
街
全
域
へ
の
観
光
客
の
分
散

化
、
混
雑
が
深
刻
な
場
所
で
の
住
民
と
一
部

観
光
客
の
動
線
の
分
離
、
宿
泊
施
設
の
規
制

な
ど
、
新
た
な
指
針
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

　

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
は
、
２
０
１
７
年
１
月
に

可
決
・
承
認
さ
れ
た
「
観
光
宿
泊
施
設
抑
制

プ
ラ
ン
（
Ｐ
Ｅ
Ｕ
Ａ
Ｔ
）」
に
よ
り
、
宿
泊
施

設
の
立
地
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
、
界
隈
の
公
共
空
間
で
の
生
活

を
維
持
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
へ
の
観
光
の

影
響
を
最
小
限
に
留
め
、
持
続
可
能
な
経
済

活
動
の
展
開
を
図
る
狙
い
が
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
京
都
で
は
、
現
在
の
観
光
ス
タ
イ
ル

の
質
を
高
め
る
た
め
の
方
針
と
し
て
、「
良
質

な
宿
泊
施
設
の
拡
充
と
民
泊
適
正
化
」「
観

光
客
の
分
散
化
に
よ
る
観
光
客
の
満
足
度
の

向
上
」「
文
化
を
基
軸
と
し
た
観
光
の
取
り

組
み
の
推
進
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　

阿
部
氏
は
、
こ
れ
ら
の
必
要
性
を
認
め
た

う
え
で
、
さ
ら
に
市
民
の
生
活
環
境
を
踏
ま

え
た
際
に
、
適
切
な
観
光
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
を

検
討
す
る
視
点
の
大
切
さ
を
述
べ
た
。

【
特
集
３
】

地
域
ら
し
さ
と
町
の
品
格
に
相
応
し
い

観
光
振
興
の
あ
り
方
と
は

　

近
江
八
幡
市
で
も
、
２
０
０
０
年
代
中
盤

以
降
の
観
光
客
の
急
増
に
伴
い
、
駐
車
場
不

足
、
交
通
渋
滞
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が

生
じ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
市
で
は
、
多
様
な

関
係
者
で
協
議
し
、
市
民
生
活
か
観
光
振
興

か
の
二
者
択
一
で
は
な
く
、
地
域
全
体
の
利

益
を
意
識
し
た
策
が
実
施
さ
れ
て
き
た
。

　

近
江
八
幡
観
光
物
産
協
会
の
田
中
宏
樹
氏

は
、
近
江
八
幡
市
の
観
光
の
特
徴
を
、「
暮
ら

し
と
文
化
の
豊
か
さ
を
資
源
と
し
た
観
光
」

「
観
光
客
の
増
加
に
躍
起
に
な
ら
な
い
観
光

振
興
」
と
紹
介
し
た
。
ま
た
、
観
光
は
目
的
で

は
な
く
手
段
で
あ
り
、
身
の
丈
・
背
の
丈
の

取
り
組
み
、
市
民
も
観
光
客
も
楽
し
め
る
観

光
事
業
こ
そ
が
最
大
の
誘
客
策
だ
と
述
べ
た
。

　

そ
し
て
、「
観
光
地
と
し
て
の
継
続
（
存
続
）

を
考
え
る
こ
と
は
、
近
江
八
幡
ら
し
い
観
光

と
は
何
か
を
考
え
、
近
江
八
幡
ら
し
さ
を
求

め
続
け
る
活
動
で
あ
る
」
と
説
い
た
。

　

由
布
院
に
は
、
年
間
約
３
８
０
万
人
も
の

観
光
客
が
来
訪
し
、
１
日
当
た
り
に
換
算
す

る
と
、
同
地
域
の
人
口
に
匹
敵
す
る
人
数
だ

と
い
う
（
２
０
０
０
年
当
時
）。

　

由
布
院
で
は
、観
光
客
増
加
へ
の
対
応
と
し

て
、こ
れ
ま
で
も「
交
通
社
会
実
験（
２
０
０
２

年
）」「
景
観
計
画
の
作
成
・
景
観
協
定

（
２
０
０
８
年
）」
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
最
近
で
は
、
由
布
院
温
泉
観
光
協

会
と
旅
館
組
合
が
、「
観
光
基
本
計
画
」
の
見

直
し
を
行
い
、
外
国
人
旅
行
者
の
増
加
、
宿

泊
施
設
や
商
業
施
設
の
外
部
資
本
の
参
入
な

ど
、
昨
今
の
観
光
を
取
り
巻
く
環
境
変
化
へ

の
対
応
を
明
記
し
た
（
２
０
１
８
年
）。

　

当
財
団
で
由
布
院
・
由
布
市
に
関
わ
る

後
藤
健
太
郎
は
、
２
０
０
０
年
代
前
半
に
、

ま
ち
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
中
谷
健
太
郎
氏

が
、「
観
光
客
を
減
ら
し
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
提
案
」
を
行
う
な
ど
、
生
活
と
観
光
の
均

衡
を
図
る
た
め
の
意
識
が
芽
生
え
て
い
た

こ
と
を
、
地
域
が
自
律
的
な
管
理
を
行
っ
て

い
く
上
で
、
特
筆
す
べ
き
こ
と
だ
と
述
べ
て

い
る
。

　

ま
た
、
由
布
院
観
光
総
合
事
務
所
の
事

務
局
長
（
当
時
）を
務
め
て
い
た
米
田
誠
司

氏
の
言
葉
を
引
き
合
い
に
出
し
、
オ
ー
バ
ー

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
問
題
現
象
だ
け
の
発
信
に
と

ど
ま
る
と
、
地
域
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
毀き

損そ
ん

す

る
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な
い
こ
と
か
ら
、
慎

【
特
集
４
】

生
活
と
観
光
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
る

視
点
と
環
境
変
化
へ
の
対
応

２
０
０
０
年
代
以
降
の「
生
活
型
観
光
地
」由
布
院
の

取
り
組
み
を
通
じ
て
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重
な
態
度
、
行
動
が
求
め
ら
れ
る
と
警
鐘
を

鳴
ら
し
た
。

【
特
集
５
】

世
界
の
人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ

東
京
都
・
銀
座
の
取
り
組
み

　

銀
座
通
連
合
会
・
全
銀
座
会
・
銀
座
街
づ

く
り
会
議
の
竹
沢
え
り
子
氏
は
、
東
京
・
銀

座
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
は
、
２
０
１
３

年
（
平
成
25
年
）
９
月
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
招
致
が
決
定
し
て
以
降
、

急
激
に
増
加
し
た
と
い
う
。

　

当
初
は
、
外
国
人
旅
行
者
の
マ
ナ
ー
違
反

な
ど
か
ら
、
日
本
人
客
の
銀
座
離
れ
が
懸
念

さ
れ
た
が
、
全
銀
座
会
（
銀
座
の
街
の
全
体

方
針
を
意
思
決
定
す
る
組
織
）
を
中
心
に
、

外
国
人
旅
行
者
の
マ
ナ
ー
向
上
を
促
す
「
銀

座
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
や
、
従
業
員
の
接
客
向

上
の
た
め
の
「
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
ガ
イ
ド
」

の
作
成
・
活
用
な
ど
に
よ
り
、
お
互
い
の
理

解
も
進
み
、
次
第
に
、
外
国
人
旅
行
者
の
存

在
に
、„
慣
れ
て
き
た
＂
と
の
こ
と
。

　

な
お
、
銀
座
に
は
、
カ
プ
セ
ル
ホ
テ
ル
な
ど

の
割
安
な
宿
泊
施
設
の
出
店
計
画
が
持
ち
上

が
る
こ
と
に
も
な
っ
た
が
、
中
央
区
は
、
地
元

商
店
街
な
ど
か
ら
の
要
望
を
受
け
て
、
街
の

風
格
や
景
観
維
持
の
観
点
か
ら
、
地
区
計
画

を
変
更
し
て
低
価
格
の
宿
泊
施
設
の
新
規
開

業
を
規
制
す
る
こ
と
に
し
た
（
２
０
１
７
年
）。

　

最
後
に
、
竹
沢
氏
は
、
あ
る
百
貨
店
担
当

者
の
話
と
し
て
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
体
験
の
価

値
は
、
商
業
の
街
・
銀
座
が
築
い
て
き
た
宝

で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
銀
座
の
街
の
魅
力

を
落
と
さ
な
い
努
力
を
街
全
体
で
や
っ
て
き

た
と
の
例
を
挙
げ
て
、「（
銀
座
を
）
世
界
の

人
々
の
夢
と
憧
れ
の
街
へ
」
と
、
そ
の
思
い
を

語
っ
た
。

【
特
集
６
】

観
光
地
域
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
先
立
ち

必
要
と
な
る
計
画
管
理

鎌
倉
市
観
光
基
本
計
画

　

当
財
団
の
後
藤
健
太
郎
は
、「
鎌
倉
市
で

は
、
以
前
よ
り
観
光
目
的
の
自
動
車
交
通

に
よ
る
渋
滞
な
ど
が
問
題
視
さ
れ
、
市
民

と
観
光
客
、
双
方
の
視
点
か
ら
問
題
解
決

に
向
け
て
試
行
錯
誤
を
重
ね
て
き
た
」
と
し

て
、「
観
光
基
本
計
画
の
３
期
に
わ
た
る
策
定

（
１
９
９
６
年
、２
０
０
７
年
、２
０
１
６
年
）」

「
市
民
へ
の
観
光
に
よ
る
正
負
の
影
響
調
査

の
実
施
」「
住
民
意
識
に
関
す
る
指
標
の
設

定
」「
計
画
管
理
の
定
期
的
実
施
」
な
ど
の
取

り
組
み
を
取
り
上
げ
て
、
他
地
域
と
比
較
す

る
と
、
鎌
倉
市
で
は
計
画
管
理
が
全
国
の
観

光
地
の
中
で
も
し
っ
か
り
と
行
わ
れ
て
き
た

と
分
析
し
た
。

　

ま
た
、
鎌
倉
で
は
、
交
通
渋
滞
解
消
策
の

一
つ
と
し
て
、
日
本
初
と
な
る
「
ロ
ー
ド
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
」（
自
動
車
に
よ
る
道
路
の
使
用
に

対
す
る
料
金
徴
収
）の
実
現
に
向
け
た
検
討

が
近
年
大
き
く
進
展
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
紹

介
し
た
。

　

し
か
し
、
鎌
倉
市
が
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策

を
講
じ
て
も
な
お
解
決
に
至
っ
て
い
な
い
一

因
と
し
て
、
住
民
の
暮
ら
し
と
観
光
振
興
が

複
雑
に
入
り
組
む
中
で
、
地
域
に
お
け
る
多

様
な
関
係
主
体
、
地
域
住
民
や
観
光
客
双
方

の
折
り
合
い
を
つ
け
て
管
理
し
て
い
く
こ
と

の
難
し
さ
を
指
摘
し
て
い
る
。

【
特
集
７
】

居
住
地
で
の
観
光
を

許
容
制
限
す
る
対
応

韓
国
ソ
ウ
ル
、北
村
韓
屋
村

　

帝
京
大
学
の
金
振
晩
氏
に
よ
る
と
、
北

村
韓
屋
村
で
は
、
観
光
客
に
よ
る
騒
音
、
ご

み
の
増
加
、
不
動
産
賃
貸
料
の
高
騰
な
ど
に

よ
っ
て
日
常
生
活
に
支
障
が
発
生
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
住
民
の
中
で
も
、
住
宅
や
商
業
ビ

ル
所
有
者
と
そ
の
賃
貸
者
な
ど
で
利
害
が
異

な
る
こ
と
が
、
問
題
を
一
層
難
し
く
し
て
い

る
と
い
う
。

　

そ
う
し
た
中
で
、
行
政
の
政
策
が
、
公
共

駐
車
場
の
建
設
、
公
衆
ト
イ
レ
の
拡
充
な
ど
、

観
光
客
中
心
に
な
っ
て
い
る
こ
と
に
、
さ
ら

に
不
満
の
声
が
高
ま
っ
て
い
る
と
の
こ
と
。

　

そ
の
後
、
２
０
１
８
年
に
な
り
、
ソ
ウ
ル

市
は
、
ソ
ウ
ル
市
観
光
条
例
の
改
定
、
訪
問

時
間
の
制
限
、
観
光
バ
ス
の
不
法
駐
停
車
の

取
り
締
ま
り
の
強
化
、
公
衆
ト
イ
レ
の
拡
大
、

観
光
ガ
イ
ド
対
象
の
事
前
教
育
な
ど
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
対
策
を
発
表
し
た
。

　

し
か
し
、
金
氏
は
、„
も
ぐ
ら
叩
き
＂
の
よ

う
な
処
方
箋せ

ん

よ
り
も
、
地
域
住
民
を
含
む
利

害
関
係
者
間
の
十
分
な
議
論
を
通
じ
て
の
方

向
性
や
対
策
を
決
め
る
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
で

あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

課
題
と
対
応
策

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
悪
影
響
の

う
ち
、
特
に
地
域
住
民
と
観
光
客
と
の
軋あ

つ

轢れ
き

は
、「
観
光
研
究
レ
ビ
ュ
ー
」
で
も
「
図
１ 

空

間
特
性
別
の
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
事

象
」
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
観
光
客
が
集

中
す
る
地
域
が
、
住
居
地
域
な
の
か
、
商
業

地
域
な
の
か
と
い
っ
た
空
間
特
性
に
も
大
き

く
影
響
を
受
け
、
起
こ
り
得
る
弊
害
も
異

な
っ
て
く
る
。

　

こ
う
し
た
難
し
さ
も
手
伝
っ
て
、
オ
ー

バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
悩
む
自
治
体
な
ど
が
さ

ま
ざ
ま
な
対
応
策
を
講
じ
て
は
い
る
も
の

の
、
な
か
な
か
根
本
的
な
解
決
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

視座.indd   44 2019/01/23   10:37



45 第240号 January 2019

視座 観光客急増で問われる地域の“意思”

表●オーバーツーリズムの課題と対応策の例1
対応策

短期的対応
中長期的対応

需要抑制 受入容量拡大
観
光
施
設
等
へ
の
入
場
制
限

交
通
等
ル
ー
ル
の
変
更

近
隣
の
観
光
地
へ
の
誘
導

ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底

混
雑
度
の
調
査（
将
来
的
な
入
場
有

料
化
等
を
見
据
え
て
）

民
泊
の
禁
止
も
し
く
は
制
限

宿
泊
施
設
の
新
規
設
置
の
禁
止
も

し
く
は
制
限

地
区
の
用
途
別
ゾ
ー
ン
分
け

中
心
部
へ
の
自
動
車
流
入
の
禁
止

も
し
く
は
制
限（
有
料
化
を
含
む
）

中
心
部
に
お
け
る
駐
車
場
の
撤
去

高
級
ホ
テ
ル
の
誘
致

古
民
家
な
ど
空
き
施
設
・
店
舗
等

の
活
用

宿
泊
税（
観
光
税
）の
導
入

平
準
化
策
の
実
施（
観
光
客
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
策
の
導
入
な
ど
）

課
題

（1）地域資源への影響

自然資源や人文資源等の損傷・劣化 ● ● ● ● ● ●

景観の損失（雰囲気の劣化） ●

（2）観光客の観光体験への影響

トイレなどのインフラ不足 ● ● ● ● ● ●

交通機関（電車・バス等）の混雑 ● ● ● ● ●

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

観光資源・施設等の混雑 ● ● ● ● ● ●

観光客による騒音の発生・悪化 ●

観光客のマナー・ルールの無視 ●

（3）住民の生活環境への影響

観光客による騒音の発生・悪化 ●

交通機関（電車・バス等）の混雑 ● ● ● ● ●

日常的に利用する施設等の混雑 ● ● ● ●

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

観光客のマナー・ルールの無視 ●

観光客によるゴミの増加 ● ●

物価や家賃等の高騰 ● ●

治安の悪化 ●

（4）地域経済への影響

道路等の交通渋滞の発生・悪化 ● ● ● ● ● ●

物価や家賃等の高騰 ● ●

安価な宿泊施設の増加 ● ● ● ● ●

非居住オーナーの宿泊施設の増加 ● ● ●

地域（観光地）イメージの低下 ● ● ●

視座.indd   45 2019/01/23   10:37



46

導
入
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

し
か
し
、
立
ち
入
り
制
限
や
禁
止
、
有
料

化
に
係
る
対
応
策
な
ど
は
、
複
雑
な
利
害
関

係
が
絡
む
だ
け
に
、
実
施
の
前
提
と
し
て
、

関
係
者
の
合
意
形
成
が
何
よ
り
も
大
切
と
な

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の

対
応
の
留
意
点

　

先
に
示
し
た
対
応
策
は
、
い
わ
ば
対
症
療

法
的
な
も
の
で
は
あ
り
、
地
域
住
民
と
観
光

客
と
の
共
生
・
共
存
を
常
に
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
対
応
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
肝
要

で
あ
る
。

　

国
や
地
域
が
観
光
振
興
に
取
り
組
み
、
多

く
の
観
光
客
が
来
訪
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
悪
影
響
を
受

け
る
地
域
が
、
少
な
か
ら
ず
増
加
す
る
こ
と

が
懸
念
さ
れ
る
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
と
し
て

留
意
す
べ
き
事
項
を
、
次
の
通
り
整
理
し
た
。

①	

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
は
、
そ

の
発
生
前
か
ら
兆
候
を
つ
か
ん
で
お
く
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
普

段
か
ら
各
種
デ
ー
タ
の
取
得
（
宿
泊
容

量
、
交
通
利
用
者
数
、
混
雑
時
間
帯
の
観

光
客
数
、
ク
ル
ー
ズ
寄
港
数
な
ど
）
や
観

光
客
の
行
動
特
性
（
移
動
経
路
な
ど
）
を

把
握
し
て
お
き
、
発
生
に
備
え
た
対
応
策

を
検
討
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②	

対
応
策
の
検
討
に
際
し
て
は
、
単
に
観
光

客
数
を
抑
制
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
地

域
の
観
光
資
源
や
日
常
生
活
に
も
配
慮

が
で
き
、
地
域
の
持
続
可
能
な
発
展
に
寄

与
す
る
旅
行
者
を
増
や
し
て
い
く
、
そ
う

し
た
旅
行
者
に
選
ば
れ
る
地
域
に
な
る
と

い
っ
た
視
点
も
大
切
で
あ
る
。

③	

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
事
前
に
備
え
て
お
い
た
対
応
策
を

も
と
に
、
日
常
生
活
へ
の
支
障
を
最
低
限

に
と
ど
め
る
た
め
に
も
、短
期
的
対
応（
観

光
施
設
な
ど
へ
の
入
場
制
限
、
近
隣
の
観

光
地
へ
の
誘
導
、
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周

知
徹
底
な
ど
）
は
、
関
係
者
の
同
意
の
も

と
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
望
ま
し
い
。

終
わ
り
に

　

元
近
江
八
幡
市
長
の
川
端
五
兵
衞
氏
は
、

巻
頭
言
（
観
光
は
終つ

い

の
栖

す
み
か

の
内
覧
会
～
死
に

甲
斐
の
あ
る
終
の
栖
の
ま
ち
づ
く
り
～
）の

最
後
を
、「
地
方
が
観
光
地
を
考
え
る
上
で
最

も
大
切
な
の
は
、
長
い
歴
史
の
中
で
築
き
上

げ
ら
れ
た
風
景
や
固
有
の
歴
史
、文
化
遺
産
、

祭
り
や
行
事
な
ど
に
根
差
し
、
本
質
を
踏
ま

え
た
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
だ

と
考
え
て
い
る
」
と
結
ん
だ
。

　

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
状
況
に
陥
っ

た
と
し
て
も
、
観
光
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
が

し
っ
か
り
し
て
い
る
地
域
は
、
そ
の
変
容
・

変
質
を
最
小
限
度
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
は
な
い
か
。

　

そ
し
て
、
特
集
７
の
コ
ラ
ム
で
、
後
藤
健

太
郎
が
「
ソ
ウ
ル
公
正
観
光
国
際
フ
ォ
ー
ラ

ム
（
２
０
１
８
年
）」
を
例
に
し
て
説
い
て
い

る
が
、
我
が
国
で
も
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ

ム
へ
の
対
応
を
契
機
に
、
観
光
・
旅
行
が
ど

う
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
ど
の
よ
う

に
変
え
る
べ
き
な
の
か
、
ど
の
よ
う
な
「
観
光

社
会
」
を
形
成
す
べ
き
な
の
か
、
が
よ
り
見

え
る
形
で
議
論
が
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
を
期

待
し
た
い
。

（
よ
し
ざ
わ　

き
よ
よ
し
）

　

表
１
は
、
今
回
取
り
上
げ
た
事
例
な
ど
を

参
考
に
、
オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
課

題
と
考
え
ら
れ
る
対
応
策
の
例
を
整
理
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

課
題
は
、
次
の
４
タ
イ
プ
に
分
類
し
た
。

　
（
１
）
地
域
資
源
へ
の
影
響
…
観
光
資
源

（
自
然
資
源
、
人
文
資
源
な
ど
）
お
よ

び
そ
れ
を
含
む
景
観
（
雰
囲
気
）へ

の
悪
影
響

　
（
２
）
観
光
客
の
観
光
体
験
へ
の
影
響
…
待

ち
時
間
の
増
加
や
不
快
な
思
い
な

ど
か
ら
観
光
客
が
観
光
地
に
対
し
て

抱
く
不
満
な
ど

　
（
３
）
住
民
の
生
活
環
境
へ
の
影
響
…
住
民

の
日
常
生
活
に
直
接
的
お
よ
び
間

接
的
に
及
ぼ
す
悪
影
響

　
（
４
）
地
域
経
済
へ
の
影
響
…
観
光
客
の
増

加
な
ど
に
よ
り
地
域
が
被
る
経
済

面
で
の
被
害

　

そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
対
し
て
と
ら
れ
る
対

応
策
は
複
数
に
わ
た
る
。

　

例
え
ば
、
短
期
的
に
は
「
観
光
施
設
な
ど

へ
の
入
場
制
限
」「
近
隣
の
観
光
地
へ
の
誘

導
」「
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
の
周
知
徹
底
」
な
ど

が
、
ま
た
中
長
期
的
に
は
「
宿
泊
施
設
の
新

規
設
置
の
禁
止
も
し
く
は
制
限
」「
中
心
部

へ
の
自
動
車
流
入
の
禁
止
も
し
く
は
制
限

（
有
料
化
を
含
む
）」「
宿
泊
税
（
観
光
税
）の
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